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【単元計画】 

 

１ 単元名  「東京湾を科学する」  

         この単元は、中高（工夫すれば小学校でも）における「総合的な学習の時間」

の科目において、年間を通じて学習するものとして実施・試行する。         

 

２ 対 象   東海大学付属浦安高等学校・中等部 サイエンスクラス 

        （中等部１年～高校３年 約４０名） 

 

３ 期 間  平成２９年（２０１７年） ４月２６日（金） 

～平成３０年（２０１８年） ２月２６日（月） 

 

４ 場 所  本校物理第一実験室及び各連携機関施設 

 

５ 単元目標（学習のねらい） 

  東京湾の海岸線は、企業の用地などに利用され、一般市民が自由に海に触れ、海岸を散策す

ることは極めて難しい。かつては漁師町であった浦安市に立地する本校でも、浦安市の海岸線

に出た経験のある本校生は皆無に等しい。これは、千葉・東京・神奈川各地の東京湾岸沿いに

存する学校でも同様であろう。この単元「東京湾の科学」では、東京湾の伝統産業であるアサ

リの貝剥きや海苔作りの実習、かつての東京湾岸の様子を残す浦安三番瀬、また、その他の東

京湾岸の見学体験、千葉港税関の業務など、東京湾の果たす役割を多面的に学ぶものとし、東

京湾の多面的役割を学習できる単元を開発する目的で実施する。 

本校のサイエンスクラスは中 1 から高３までの生徒の集団であるので、中高のどの学年でも

採用されうる講座を開拓できると考えている。 

  この単元を学ぶことによって以下の効果が期待できる。 

 

（１）「海」としての東京湾の存在を感得する 

  浦安三番瀬の水生生物調査、震災で沈降した海底の深さ調査への協力、護岸清掃を行うなど

し、また、色々な東京湾の干潟比較（葛西人工海浜や船橋三番瀬などと浦安三番瀬との違いの

観察、干潟の生物調査・磯採集など）。をする中で、海としての東京湾を感得する。 

地元の浦安市郷土博物館のイベントに協力して、三番瀬の生物を一般市民に説明するなどし、

東京湾の水生生物及び東京湾自体に興味を持ってもらう。 

 

（２）「愛郷心」を養う 

  本校の存する浦安市はかつては漁師町であった。そこで行われていた伝統産業であるアサ

リの貝剥きや海苔作りの実際を学ぶことで、先人の活動を体験し実感する（海苔の原料である

アサクサノリやスサビノリの生態についても学ぶ）。また、館山市立渚の博物館で、東京湾古

来の漁業なども学ぶ。 

 

（３）「東京湾で働く人々」 

東京湾の守りである海上自衛隊（館山航空基地）の東京湾での業務や千葉港税関のお仕事を

学ぶ中で、東京湾における日本の輸出入や船舶の出入りなど国際港としての東京湾で働く人々

のことを知る。 
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（４）「考え、発表する力」を涵養する 

  本校文化祭でのポスターセッションで校外の人々に活動内容を広報し、校内での発表（オー

ラルセッション）や、東海大学各付属校が持ち回りで開催する「成果発表会」で学習内容を発

表する（ポスターセッションとオーラルセッション）などで、自らの学習から問題点を見つけ

出し、それを解決し、発表する力を涵養する。 

 

６ 学習の道すじ  

  

 

 日程 指導内容 期待される効果 

１ ４月１８日 サイエンスクラスガイダンス  

２ ５月 ２日 事前授業  

３    

４    

５    

６    

 

７ 評価規準 

  この科目においては、評価はしない。 


